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によつて獅す）をもつていそ，から，聯灘の嫡に　　　　　　　＼／
かかわらず，染料の吸燕鍛にけ：飽和値がある。　　　　　　　3　染色方法　　　　　　　　　　　　　　　・

絹フィづ・イソを均染欄餐性梁料またはミー・リン殊　　第1表に示す条件によつて・2001謝の染浴を用いて
　　　　　　　　　　1）
料によつて染色する場合，まず繊維中の陽荷蹴している　　　70°C，工時間染色した。

アミソ基に色素陰イオンが吸着されると考え、られ，この　　　　染色物はアムモニア水を用いて染料を脱謡い吸鍛量

最大値が飽和量といわれている。しかし・さらに酸性度　　　はA・A・K・光電比色計によつて比色定欝した。吸着鍵

の大きい染浴においては，繊維う｝子中のアマイド基が，　　　は第1衷の宕欄に示す通りであつた。

壇基性化してここに水素イオソが吸蒲し，色素陰イオソ

の麟・・輔え・れる・・のよう幽には灘の　Table　1笠君瀦n、lii“°「ange　U°n

物玉里的性質に顕著な変化が生じると考xられる。

本報では，天酬棟を肺・て・繊維の強伸度と鄭1吸

箔景との関係について報告する。
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3．0　　　〃　　0．112

4．0　　　　〃　　　0．121
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jn　bath　　pH　on　silk

μ．moIe　　M－eq／9

6。0　　　〃　　0．213
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0．5　　3．0　0．000
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いた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　は，それぞれの測定f直を喪わす。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第2表は，染色した天資絹糸の強力，伸度を夫わし，
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、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第2図は，染料吸活1量と，強｛i・iijS；1との関際を11xl示する。
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Breaking　Load
　　（gram）

14の59±O働59

14．27士0．62

14．73：ヒ0．51

14．06ニヒニO．36

13．75ニヒ0．42＊

13．27：ヒ0．57＊＊

12．53ゴ：0．42＊＊

11疇98±0，49＊＊

11．87ゴ：0．48＊＊

14。62」：O．53

工？．lon鍔Ett董Q1ユ

　　（％）

21．3；ヒ5．6

14、6：L：5，9

18．7出4。8

17．3：ヒ6，2

10，3出4，8＊＊

4，0：±：4。6雫＊

3．6：｛・：3．8＊＊

1，0±3，3＊＊

0，5±3。2＊＊

21，1土5鴨2

いたo試料は，単繊維をfHい，繊維の長さは10mmに一　　　　（備考：＊は5％，＊＊は1％の危険率で：有意）

定し・醐徽によつて20秒』ぐ購するようにした・　　　15

　測定は予備実験を行つて，試料の大きさ（測楚回数）
　　　　　　　　　　　－1）
nを次の式によつて求めた。
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値であつて，佑よびsは下に述べるとおりである・信　　ue

鰍界95％におV’て，’EJ：　’7一均働貰±°・79　Bi】に漉るた　震12’

めには，』切断強力はnが32以．、、Lであることを必嬰とし，　　　ra

伸慶測定では25以上の試料が必要であることがわかった

ので，40騨腱した。　　　．　　　　　11
　なお，測定値は正規分布をなすものとみなし，測定醸

の平均に95％のfl霜頼限界を示し，試1斗彫集団v）平均1直の
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6）
　ただし，、側i集団の平均臓は1欠の式によつて求めた。　　　　憩g，2Tendering　of　Yamamai　silk　with　Oraiige　ll

　　　　m　＝hr±一か　　　　　　　豊餐膿琵1き゜ad

　舜およびflは上述のとおりであり，．n＝＝40であるo

，礪・α扉　　　糊細，烹つい。樋罪pl聯1，1線弘。、ま

　tは‘‘student”のt分布を示す量であつて，　この実　　　明確な絹糸中の1認醤｛ll棊の黛は決㌻ヒできなかつたが，一一一・

験においては儒顧係数95％において，t＝2・　023を用いた。　　般に天然絹糸にお1ilては0．15～0．30M－eq／9のアミソ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　の
　また，有意性の検建は，次の武によつたQ　　　　　　　望1！iがあると考えられており，著者ご蒋；は酸の結音量か鄭，
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　　賛轡謡礁2鷺麗慧1鷲」騨灘宥｛欝　 欝望騎：易撫灘1驚謹搬；、諺誓；繍ま髭趨

　　るSolway　Blue　BSの飽和吸矯螢は0，184eq／kgとし　　　生じた。

　　ているが，絹糸の種類に1よつて多少異る。　　　　　　　　　　吸着量が，0．418M－eq／9の点においては，天蚕絹糸

　　　酸および酸牲染料の吸着【i［1線から，色素陰イオンは，　　　の強力および伸度は，それぞれ約19％および20％低下し

　　絹糸中の陽葡剛葭に轍：接吸着するものと考えら牙しるが，　た。この原因についてレま窺に研究したい。

　　それ以．Lの染着には，二つの可能性が考えられる。すな

　　わち，一はpHの低い点においては，弱塩恭性のアマイ　　　　　　　　　　　　　丈　　　　　　　献

　　ド撫・縢俳ソが1蝋し・て・染料陰傍ン．蝿；1姻輔　　1）会田・三丁了・繊維学会聯β3瑠醐研究燃会鮨

　　を作ることであり，1也は4瀞に中，1生浴においては，染1…il．中　　　　　　　　　　　　　　49

　　の水酉鱗，アミソ」齢孝5いはアゾ靴榊との、1く聯i　脅　2）三石’会「El・i］’汰繊報7・1・62（1957）

・・編・嚇蜘・・…撫・醐欄殆1酬：響：襯ll羨1琴包1617111111°）

　　んど中楓i浴で染料・は吸殖されていない点から．考えて，　　　　5）　　　〃　　　　　’！　　　44

　　0range∬の吸蒲は前者による、ものと考えられるo従つ　　　6）　　”　　　〃　　76

灘騰懇鰍1蓼鰍灘ii熱灘懲甑、鷺1＿、t，．
　　　第2図に示すとおり，O’．nnge　nの吸総が，約0・35　　　　　　　　34，435（1944）
　　M－eq／9以1：に達すると，弓重1力伸度は急激に低下し，　　10）GooDALL，　HoBDAY：J．　Soc．　Dyers　Col，55，

　　絹糸は脆化することが認められ為oすなわち，全く染料　　　　　　　　　　　　　　529（1939）

贈職聯繋欝謬整瓢ll驚R蠕欝1撒・　・81
　　半i同及蒲撰：の天i螢i絹糸では，　弓喚力才3よび付り夏はそ諸．しそ瑳し

　　13，75gおよび10．3％になり，0．418M－eq／gを1吸着し．　　　　　　　　　　　　Sulnmary

　　た絹糸は・それぞれ11・87暮および0・5％明勧伸1変を示　　The・el・ti・n・b・twee・the・m…t・。f　dy，。。

　　して・絹糸は極端に脆1ヒする。この現象は，強酸性染浴　　　Yamamai　silk　and　its　breakhng　Properties　were

　　申で，絹糸を濃色に染色すると，触感が粗硬になるとい　　　studied　statistically。

　　う実際．－lr．の問題とt．一一致する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　The　tensile　strength　and　eloエlgation　of　Yemamai

　　　しかし，脆1ヒが生じはじめる鮮1濃慶が，明確に，末　silk　dy・d°・°00～0・418　M－・q／9。f　O・a・g・皿

　　端アミ爆の飽繍と一t．一致するかどうかは疑問である。　we「e　measu「ed・

　　　G。。D。LL，、H。。DA凸よびS。r。N。。，V、cK。R。T謙　　C°nce「ning　its　brealcing　1。ad　・・Cl・1。・g・ti・n・i・

等は羊砲・・て脆1・の鞭・て・…　　撒k°鼎e畿、葛警「ヨ：器’脇1喩

　　　脆1ヒの原阯して｝欲の二つを’IS　｝ヂることができる・　wh・n・h・・e　si・es　w・・e　all　sa・。．a・，d，　dye

　　すなわち・一つはポリペプタイド金資に染料が1騰され　・d…pti・・。・th・1・s・a、ti。，　amide　sit，、。f

　　て，分子翻働げ肱るため1こ物理　勺瀕が靴磁，・　P・1yp・p・ide　ch・i・・eem・d・・b・gi・wi・h・ema・ka一

　　他はSKINNER・等によつて考えられROYER，　MAREsl・I　　　ble　decrease　in　tensile　strength　and　elongation．

　　によつて観寮されたように，膨潤した繊維内に染料の衆　　　　With　Yamamai　silk　dyed　with　Orange皿，　lt

　　合体が生じるためであると云う説であるが，更に研究を　　　decreased　sharply　in　tensile　strength　and　elonga一

　　すすめたい。　　　　　　　　　　ti。n　when　it・d…b・d　m・re　th・n・b。・t・・35　M－
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　eq／g　of　dye．

・　　摘　要　　　、翻欝灘．凱犠羅㌃翌窯畿
　　　天酬納用いて，繍　カx飽繰鯛・の染鞭1麟し　・t・e・gth　d・・PP・d　t。1ユ。87g　f・。m　14．62。f。。　dye

　　た場合に，繊維の物理的性質・特に強力・伸度がいかに　　　　adsorption　and　elongation　droPPed　to　O．5％from

　　i変fヒするかについて実験し．た。天蚤絹糸を　Orange　H　　　21．10f　no　dye．


